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日本語を英語に変換して
入力しよう

［F4］キーで日本語を英語に変換する

日本語（ここでは「べんり」）を入力し、［F4］
キーを押します。1

英語の授業や教材作成時に、英単語を思い
出せなくて困ったことはありませんか？ 
そんな時はATOKにおまかせ。［F4］キー
で日本語から英語に変換したり、英語入力
モードに切り替えて、思い出せない英単語を
ローマ字入力から変換したりできます。

英語入力モードでは、アルファベットを入力するたびに変換候補が絞り込まれて表示され
るよ。長い英単語を、少ないキータッチで素早く入力できるのが嬉しいね。
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2 「convenience」と変換されるので、［Enter］
キーを押して確定します。

3 「convenience」と正しく入力されたのを確
認します。
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日本語を英語に変換して入力しよう

［F4］キーで英語読みを英語に変換する

英語読み（ここでは「りこめんど」）をそのま
ま入力し、［F4］キーを押します。1

2 「recommend」と変換されるので、［Enter］
キーを押して確定します。

3 「recommend」と正しく入力されたのを確認
します。

英語入力モードで日本語を英語に変換する

［Caps Lock 英数］キーを押して、英語入力
モードに切り替えます。1

［Caps Lock 英数］キーを押して切り替え

ATOKパレットの ［入力文字種 :ひらがな］を
クリックして［半角英字］または［全角英字］を選
択しても、英語入力モードに切り替えることができ
ます。
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推測変換候補から英単語を入力する

英語入力モードで英字を入力すると、何文字かを入力した時点で推測変換候補が表示されます。

入力したい単語を選択すれば、少ないキータッチで英単語を入力できて便利です。

❶ ［Caps Lock 英数］キーを押して、英語入力モー

ドに切り替えます。

❷ 英単語を入力します。

❸ 推測変換候補が表示されたら、［↑］または［↓］キー

で候補を選択し、［Enter］キーを押して確定します。

2 英文を入力し、英語がわからない単語は日本
語（ここでは「toiawase」）でそのまま入力

します。
和英タブが表示されます。

3 ［↑］または［↓］キーで候補を選択し、［Enter］
キーを押して確定します。

4 「inquiry」と正しく入力されたのを確認します。

「convenience」と入力する場合の例

推測変換ウィンドウに複数のタブが表示されている
場合は、和英タブをクリックするか、［Shift］+［Tab］
キーを押して和英タブに切り替えてから候補を選択
ます。


